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2019年１２月   9３号 

 

       2020年度活動              ＜第21回総会報告＞ 

奨学金、教材支援は現状維持   

クラウドファンディングに挑戦  

 

カンボジア教育支援基金の第21回総会を11月24日（日）開催、2020年度（2019年9月―2020年8月）の

奨学金プログラムと教材・学用品支援は前年度の実績を維持することに決まった。2019年度の財政は何人もの方

から大口寄付をいただいたこともあって、会員および支援者の皆さんの拠出金収入が支出を上回り、単年度で少

額ながら黒字が出た。しかし、2020年度以降の財政見通しは楽観できない。 

KEAFは2008年度のスタート以来、13年目に入ったところ。元々、高齢者のグループが同世代の友人の支援

を受けて始めたボランティア活動。支援者の皆さんも事務局もそれだけ齢を重ねてきたわけで、10年目に入った

2017年度から奨学生の削減、教科書支援の打ち止めなどの縮小に入っている。2020年度には活動資金獲得の試

みとしてクラウドファンディングに挑戦する。（以下、2頁に総会討議資料からその要旨、3頁に2019年度収支決算

書および2020年度予算書を掲載）。 

 

 １．2019年度活動・決算報告 

◇奨学金 

高校生奨学生は5高校、145人の枠は設けてあるが、

中途退学者が出て、前年の140人と同数となった。奨

学金は年額50ドルで変わらず。  

教員養成所奨学生は新たにプロモルプロム高校か

らの進学者2人を加

え、3 高校で計 12

人になった。金額は

年100ドル。養成期

間は 2 年間なので、

KEAF 奨学金で先

生になり「Uターン」

して郷里の学校に戻

ってくるケースが増

えている。 

カンボジア政府は

これまで各州都にだ

け置かれてきた教員

養成所を、首都プノ

ンペンや地方の主要

都市に増設を始め、2024年までに教職課程をすべて4

年制にする方針。 

大学生奨学金は最後の1人が卒業して、2009年 

に始めたプログラムが終了した。寂しい思いが残った。

11人が医師、銀行員、商社マン、公務員、高校教員な

どに育って、社会に出て行った。 

◇教材・学用品などの支援 

前年度実績の150,000円の予算を充てたが、現地の

要望が強く、予算を3割余超過した。 

小学校低学年向けの絵本や遊びゲームなどから高

学年、中学生、高校生へと支援内容は変わり、理科実

験用具、参考書、外

国語辞書、地球儀、

歴史、地理、国際か

ら文化・文芸などに

関する各種の副読本

と様々。学校側の要

望、注文を受けてプ

ノンペンで購入する。 

    (次頁へ続く) 

写真：プレアビヒ

ア遺跡の一部。アン

コールワットから北

へ 140 ㌔、車で3時

間。カンボジア北端

タイ国境の 600 ㍍の

断崖の上に建てられ「天空の神殿」と呼ばれる。アンコ

ールワットより 1 世代古い。仏植民地時代からタイと領

有権を争い、1962年国際司法裁がカンボジア領と裁定し

た。2008年世界遺産。岡宮喜雄さん撮影。 
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◇国家試験で好成績 

高卒・大学入学資格を取るための国家試験で支

援高校の成績が年々、向上している。支援5高校

のうち州都プレイヴェン市にあるプレアンドウン

高校は毎年、州31校のトップを争う有名校で、今

回も合格率89％と抜群。 

しかし、教育環境に格差のある農村部4校のう

ちプラティアート80％、プロモルプロム79％、コ

ンポントウラバイ７7％と3校が上位を占めた。例

年ちょっと差が出るタッコーは 62%だった。これ

らの高校は KEAF が支援を始めたころは 50％を超

えるかどうかというレベルだった。昨年1位を獲

得して「KEAFの支援のお陰」と喜んでくれたプロ

モルプロム高校は、今回は首位は譲ったものの全

州で最高点を取る生徒が出た。この生徒は中国が

国費留学生にしたそうだ。 

◇単年度黒字 

2019 年度は収入予算 1,200,000 円、支出予算

2,139,000 円でスタートした。その結果、収入は

予算を90万円上回り、支出は予算をわずかに超え

ただけにとどまったので、単年度で見れば 3,300

円ながら黒字で終わった。会員や支援者のみなさ

んの会費、奨学金、寄付金の支援金が増えたのが

理由。何人かの方からは大口寄付をいただいた。 

皆さんに心よりの感謝を表明します。 

 

 

 写真：プレアビヒアの一部。岡宮喜雄さん撮影 

2．2020年度活動計画・予算 

◇奨学金 

 高校生奨学金は 2019 年 7 月の現地訪問で、各

中・高校長推薦の2019年度の枠140人の奨学生を

決めた。年額50ドル。11月には事務局の久保田、

岡宮両氏が前期分を届けた。来年3月には後期分

を届ける。教員養成所奨学生は支援3高校からの

新入生2人、2年制なので計12人。当面はこの12

人体制を堅持したい。 

写真：カンボジアでは大小様々な手押車や小型トラ

ックの荷台のような荷物運び車をバイクで引っ張る

トラックが走っている。写真はメコン川の町、ネッ

ルーンで初めて見たバイク牽引の「スクールバス」。

岡宮さん撮影 

 

◇教材・学用品支援 

 2019年度は予算超過。高校から小学校まで、ど

この学校にも図書室が設けられるようになり、教

材支援の要望が強くなっている。予算を超過した

実績をそのまま2020年度の予算化。質的にも向上

の工夫をする。 

◇繰越金 

 2007年11月の第9回総会でKEAFの現在につな

がる活動の方向が決まり、多くの友人たちに支援

をお願いした。初めの何年かは拠金がたまってい

くのに、使い道がよくわからなかった。そのころ

からの「繰越金」が今も活動の土台になっている。

2020 年度に引き継いだ繰越金は昨年度とほぼ同

額の3,871,236円。 

◇クラウドファンディングに挑戦 

 KEAF活動を継続させていくには大口献金頼 

みではなく、十分な繰越金を毎年、次年度に引き 

継いでいかなければならない。そのための活動資

金調達策として、2019年度からクラウドファンデ

ィングへの挑戦に取り掛かっている。 

この経験でびっくりしたのは、どんな大きな金 

額にも 1,000 ごとに[,]を付すとメールがはじか

れてしまうこと。 

クラウドファンディングが扱うプロジェクトは

普通は起業から完成までが「1 年単位」だという

ことも知った。高校入学から卒業まで３年間奨学

生を見守るという KEAF 型奨学金を理解してもら

えなくて困った。何とかこの世界に慣れて、活動

資金の調達に成功したい。 
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＜カンボジア雑感＞   

女先生は制服、ネームプレート 

教室に監視カメラも 

                 久保田信一 

                (理事・事務局) 

 

11月3日から6日にかけて、皆さんの温かいお気持

ちを岡宮さんと久保田がカンボジアの各学校に届けて

参りました。迎えてくれるのは笑顔あふれる学生と先

生たち。お茶代わりにボトルの水や学校によってはコ

コナッツジュース（なたで大胆に上部をカットしスト

ローをさして飲む）を振る舞ってくれた。 

 

車、車、車・・・ 

援助品をプノンペン市内の文具店で購入後、夕方ネ

ッルーンの定宿に向かう。

日が落ちると対向車のラ

イトがまぶしい。気づく

と後から後から車が来る。

車列が切れ目なく続く。

驚きです。それも乗用車

がほとんど。カンボジア

も車が増えたなあと思い、

ガイドのナット君に聞く

と「今日は日曜日、それ

も結婚シーズンなんです

よ。プノンペン市内の結

婚式に向かう車でしょ

う」とのこと。 

車については驚きがもう一つ、高校の校庭に何台も

の車があるのが目に入った。教師が車を持てる時代に

なったのかと感慨深く思った。学生はといえばオート

バイでの通学が主流になりつつあるようだ。日本の高

校の自転車置き場どころでなく広い場所を占拠してい

た。まるでバイク展示場のように。 

 

結婚披露宴 

 定宿に向かう中、ホテルの駐車場が使用不可との情

報が入る。ホテル1階とホテル前は披露宴参列の人た

ちでいっぱいとのこと。仕方がないので近くの店で食

事をして待つことにした。9 時ごろになっても終わら

ないので、荷物をホテルまで運んでもらって、やっと

部屋に入った。10時ごろまでは賑やかだった。 

以前、このホテルの近くの結婚披露宴に参加したこ

とがあった。タッコー高校の女子教師に誘われていく

ばくか包んで参列した。裏通りを30か40㍍ほどのテ

ント張りの会場だった。プロのバンドの演奏や歌をバ

ックに、楽しく大声の会話が響き、ダンスを楽しむ人、

アルコールを楽しむ人、カラオケ大会のような雰囲気

だった。肝心の新郎新婦はどこにいるか分からず、聞

くとこの会場にはもういないとのこと。結婚披露宴と

は地域の人の交流の場だと思った。大声での会話に疲

れて、2時間ほどで退散した。 

 

ユニフォーム 

 ある高校の副校長がこぎれいなシャツを着て、胸に

はピンで留めた洒落た名札をしていた。ユニフォーム

とのことだ。他の高校ではキャンパスにいた3人の知

的な女性がいた。岡宮さんが話しかけると、教師だっ

た。この3人も素敵なシャツを着、胸に洒落た名札を

ピンで留めていた。やはりユニフォームだった。教育

現場なので権威とプライドのための「お仕着せ」だろ

うが「押し着せ」にならないといいと思った。 

 

監視カメラ 

 ある高校の校長が全ク

ラスに監視カメラを入れ

たとのこと。このため、

学生の授業態度や教師の

指導が良くなり、学力向

上に効果があったという。

校長は内務省の仕事（警

察の管轄）を週 3 日 し

ている。そんな校長らし

い手法だと思った。もっ

と教育現場に相応しい手

だてがあるのではないだ

ろうか。 

 

 飛行機で出会った人 

 日本を発つ飛行機に乗り込んだ際、ある青年が私の

荷物をさっと棚に乗せてくれた。カンボジアの青年だ

った。日本での研修を済ませた帰りだった。幸先の良

い旅になると思った。 

帰りの空港では、久しぶりに懐かしい顔に出会った。

元タッコー高校の教師だった女性（その後、プノンペ

ンの学校に移ったと聞いていた）。シングルマザーで子

ども 2 人と祖母との 4 人暮らし。祖母は薬屋を経営

（？）しているというが、家族で日本へのツアー旅行

（富士山・浅草・ディズニー観光）ができるとは驚き

であった。 

写真：2019年度のプレアンドウン高校奨学生。女子生

徒は白シャツに黒いロングスカートが、どこの高校にも

共通する服装になっている。 
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ンボジアの国際化 

 

 

 

 

    （神奈川）    （神奈川）    （神奈川）    （神奈川）    （東京） 

    （東京）    （神奈川）    （千葉）    （東京）    （東京）    （大阪） 

     （東京）    （東京）     （神奈川）    （東京）    （東京）     

（奈良）    ・  （東京）    （神奈川）   （東京）    （東京）    （長野） 

    （東京）    （東京）    （福島）    （神奈川）       （長野）   

   （東京）    （千葉）    （東京）    （京都）    （東京）    ・   

（長野）    ※お名前は個人情報なので伏せて掲載しています。※奨学生紹介の5～7頁は個人情報保護のため省略 

・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬・▬ 

◇物品支援ありがとうございました 

    様（東京）：トートバッグ２つ 

 ▬ ▬▬ ▬ ▬ ▬ ▬ ▬ ▬ ▬ 

キャッシュレス時代というけれど・・・ 

      少額ドル札で奨学金は８キ㌔ 

 年2回「担ぎ屋」の大仕事 

 

2020 年度奨学金は高校生 140 人、年額 50 ㌦の7,000 ㌦、

教員養成所学生12人で年額100㌦の1,200㌦、合計が8,200  

㌦になる。これをドル払いにするにせよ、カンボジア通貨リエ

ル払いにするにせよ、結構、厄介な問題が起こる。 

  2008年度に活動を始めてしばらくはリエル払いだった。プ

ノンペンの銀行でドル紙幣をリエルに交換する。リエルは政府

によって1㌦ほぼ4000リエルに管理されている。 

奨学生は高校生だけで、人数も41人だった。 貧しい農村の

子どもたちへの奨学金だから、銀行に頼み込んでなるべく少額

紙幣に替えてもらうのが一苦労だった。少額紙幣だから1人分

の 50 ㌦分でも相当にがさ張る。これを1人ひとりの名前を書

いた封筒に詰める。ホテルに立て籠もってのこの作業は数人が

1日がかりだった。 

カンボジアはその後、低賃金と安価で広い土地を武器に外資

導入をはかる開発独裁型経済によって急速な成長を始めた。

2010 年ごろからはプノンペン市内には

じまり周辺地域へと、日常経済でドル

がそのまま通用するようになる。KEAF

もそこで、奨学金をドル払いに切り替

えた。 

ところが、これも厄介なことでは同

じだった。奨学生の数も2011年には倍増の82人、2013年106

人、2015年165人（これがピーク）と増え続けた。 

2013年からは地元出身の先生を育成して郷里の学校へと「U 

ターン」を期待する2年制教員養成所学生への奨学金を始めた。

最初は4人、2014年8人、2019年度12人。ただし、もう学生

なので、年額100㌦の奨学金は10㌦と20㌦札でいい。大学生

奨学金は2009 年に１人から始まって（当初年額300 ㌦）、「楓

基金」創設によって2012年４人(年額500㌦)、2014年７人（ピ

ーク）と拡大、2016年度からは年額400㌦に減額して2019年

度まで継続した。これも50㌦と100㌦紙幣でいい。 

 しかし、高校生奨学生には1㌦紙幣で支給する。農村ではド

ルがそのまま通用するといっても、奨学生や地元の人たちが日

常の買い物に5㌦や 10㌦札を使うことはほとんどない。年額

50 ㌦といっても奨学

生や家族にとっては

かなりの金額なのだ。 

そこで 50 ㌦を 1 ㌦

札にして5㌦ずつ奨学

生1人ひとりの名前を

付した封筒に詰める

(右の写真)。この奨学

金封筒の束を抱えて前期分を 11 月、後期分を翌年 3 月の年 2

回各高校を訪問、学校長立ち会いの下で本人に直接手渡す。 

地域住民のほとんどは米作農家で、2 毛作。3 毛作農家もか

なりある。最近は父親や兄がプノンペンやタイなどに出稼ぎに

出ている家庭が増えた。奨学生は男子も女子も重要な労働力だ

し、学校まで 10 ㌔も通ってくる生徒も普通だ。私たちが奨学

金を届けに行く日は校長先生と事前に打ち合わせるが、直接会

えない奨学生も出る。 

その場合は校長先生に委託する。校長

先生にはその高校の奨学生名簿（左中央

の写真）を渡して、奨学生に受領確認のサ

インを取ってもらうことにしている。 

半期分の25㌦の140人分は合計3,500

㌦。これを1㌦札でもらうには銀行に理由を言って特別な計ら

いを頼んでいる。140人の半期分奨学金袋をバッグに詰めると

機内持ち込み制限いっぱいの大きな荷物になる。重さはざっと

8㌔。大事な奨学金だからチェックインで預けるわけにはいか

ず、機内持ち込み。空港待合室でトイレにも、お茶のみにも、

ひたすら抱きしめていく。   (金子) 

あ り が と う ご ざ い ま し た（2019年 8月16日～11月20日） 

年会費､寄付金､奨学金を振り込みくださった方々に厚くお礼を申し上げます（敬称略させていただきます） 

すすし 

た。す） 


